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または均しコンクリートを施工します。

６．施工手順

１．

　設計図書に基づき丁張を設置し、床

堀を行ない、基礎材（クラッシャラン）

　吊り上げ金具（ｄｅｈａアンカー）

２．

２点吊を用い、ｅベースをクレーンで

吊り上げ、丁張と水糸により基礎Ｏ点

合わせ、法線・計画高・水平を確認し

ながら、基礎材の上にｅベースを設置

します。

　隣接のｅベースを破損しないよう、

また必要以上の隙間が生じないように

注意して設置を行ない、吊り上げ金具

を取り外します。

３．

　延長方向ブロック間は、継手金具を

ボルトで固定します。

　ブロック間に隙間が生じた場合ブロ

ック側面のスリットに目地材を使用し

背面の吸出しを防止します。
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４-1．

　ｅベース設置を終えたら、ブロック

背面に裏込め材を投入し、ランマ・タ

ンパ等が製品背面凹部で使用できる

高さまで転圧します。

す。

　尚、前面は良質土で埋め戻し、

　十分に締め固めます。

４-3．

　ブロック背面凹部がなくなる高さ

まで裏込材を投入し、ブロック背面

凹部に材料が入るよう転圧を行いま

４-2．

　ブロック背面凹部にランマ・タンパ

等の転圧ができる範囲まで転圧します。
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５．

　ｅベース上部に護岸用ブロックを設

置し、胴込めコンクリートがある場合

は、ｅベース上部の凹部と一体となる

よう打設します。

６．

　裏込め材を投入し、前面を計画河床

まで埋め戻し、所要のブロックを段数

まで設置します。
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５.製品図面








